ラミナー型回折格子 by unknown
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率が得られるように最適化された回折格子の諸元、即ち表面物質: Ni、膜厚(d1): 30 nm


















 nm、La2O3を29.8 nm、LaF3を29.8 nm堆積した場合の+1次回折光の回折効率(Diffraction
 Efficiency)の入射角(Incidence Angle)依存性を示したものである。各回折効率曲線の8
2.8°付近に見られる変曲点は、回折格子の回折異常(anomaly)と呼ばれている現象の一種
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